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細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数

（昨年同期）
総 件 数
総患者数

115 件
2273 名

116 件
1909 名

東食協ホームページ　 http://www.toshoku.or.jp

食
品
衛
生

歳
末
一
斉

監
視
が
実
施
さ
れ
ま
す

か
ら
、
多
数
の
児
童
が
お
う
吐
、
下
痢
等

を
呈
し
て
欠
席
し
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

◉
原
因
食
品
の
推
定

　

調
査
の
結
果
、
複
数
の
患
者
の
ふ
ん
便
か

ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
Ｇ
Ⅱ
・
17
が
検
出
さ
れ
、
一

連
の
食
中
毒
の
原
因
物
質
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
摩
小
平
保
健
所
管
内
の
学

校
給
食
の
検
食
の
「
刻
み
の
り
」
と
、
給

食
食
材
の
納
品
業
者
が
保
管
し
て
い
た
「
刻

み
の
り
」
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
し
、

こ
の一
連
の
食
中
毒
は
「
刻
み
の
り
」
が
原

因
で
あ
る
疑
い
が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
刻
み
の
り
」
の
包
装
に
は
、
製

造
者
と
し
て
、
大
阪
市
内
の
営
業
者
名
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◉
和
歌
山
県
内
で
発
生
し
た
食
中
毒

　

都
内
で
こ
れ
ら
の
食
中
毒
が
発
生
す
る

少
し
前
に
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
、
県
内
の

給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ
た
給
食
を
食
べ

た
小
中
学
生
ら
七
百
人
余
り
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
に
感
染
し
、
そ
の
原
因
は
「
刻

み
の
り
を
含
む
食
品
（
磯
和
え
）」
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
磯
和

え
」
に
は
同
じ
営
業
者
が
製
造
し
た
「
刻

み
の
り
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

◉
刻
み
の
り
に
つ
い
て

　

二
月
二
十
七
日
、
多
摩
立
川
保
健
所
管

内
の
食
中
毒
患
者
か
ら
検
出
し
た
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
と
、
納
品
業
者
が
保
管
し
て
い
た
「
刻

み
の
り
」
か
ら
検
出
し
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と

12月１日〜30日

の
遺
伝
子
配
列
が
一
致
し
た
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
摩
小
平
保
健
所
管
内
の
小
学

校
で
発
生
し
た
食
中
毒
も
「
刻
み
の
り
」

が
原
因
と
疑
わ
れ
た
た
め
、「
刻
み
の
り
」

の
包
装
に
記
載
さ
れ
た
製
造
者
を
管
轄
す

る
大
阪
市
に
当
該
製
造
者
の
調
査
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
の
調
査
の
結
果
、「
刻
み
の
り
」

の
製
造
者
は
、
当
該
品
の
表
示
に
記
載
さ

れ
た
営
業
者
で
は
な
く
、
同
市
内
の
別
の

営
業
者
が
細
切
し
て
包
装
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
大
阪
市
は
当
該
施

設
を
調
査
し
、
翌
二
十
八
日
、
当
該
品
に
つ

い
て
自
主
回
収
を
指
導
し
ま
し
た
。

◉
原
因
食
品
の
決
定

　

三
月
三
日
、
東
京
都
は
都
内
で
発
生
し

た
こ
れ
ら
一
連
の
食
中
毒
の
原
因
食
品
は

「
刻
み
の
り
」
で
あ
る
と
報
道
発
表
し
ま
し

た
。

　

三
月
四
日
、
大
阪
市
は
「
刻
み
の
り
」

の
細
切
加
工
を
行
っ
た
営
業
施
設
の
拭
き

取
り
検
査
の
結
果
、
ト
イ
レ
周
辺
及
び
裁

断
機
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
し
、
東
京

都
の
検
査
で
検
出
さ
れ
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
と

遺
伝
子
型
が
一
致
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

該
営
業
者
に
対
し
営
業
禁
止
及
び
製
品
の

回
収
を
命
令
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
和
歌
山
県
か
ら
、
同
県
内
の
学

校
給
食
を
原
因
と
す
る
食
中
毒
の
原
因
物

質
で
あ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
配
列
デ

ー
タ
を
入
手
し
、
都
内
の
検
体
と
照
合
し

た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も
遺
伝
子
配
列
が
一
致

し
ま
し
た
。

　

教
訓

　

本
年
二
月
に
発
生
し
た
こ
れ
ら
一

連
の
食
中
毒
は
、「
刻
み
の
り
」
が

原
因
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。

　
「
の
り
」
の
よ
う
な
乾
物
が
食
中

毒
の
原
因
と
な
る
と
は
考
え
に
く
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
給
食
で

提
供
さ
れ
た
「
パ
ン
」
に
よ
っ
て
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
起
き
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

加
熱
さ
れ
た
食
品
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
後
に
手
指
等
に
付
着
し
た
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
等
で
汚
染
さ
れ
れ
ば
、
食

中
毒
の
原
因
食
品
と
な
り
得
ま
す
。

　

今
回
の一
連
の
食
中
毒
は
、
特
に
、

手
洗
い
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
事
例
だ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

手
洗
い
の
徹
底
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

①
調
理
前
、
汚
れ
た
も
の
に
触
れ
た
後
、

用
便
後
に
は
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

石
け
ん
を
使
い
十
分
に
こ
す
り
洗
い
し
、
水

で
洗
い
流
す
。
こ
れ
を
二
回
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
り
、ウ
イ
ル
ス
は
大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

　

②
従
事
者
が
お
う
吐
、
下
痢
等
の
症
状

が
な
い
か
チ
ェッ
ク
し
、
症
状
が
あ
る
場
合

に
は
、
直
接
食
品
に
触
れ
る
作
業
に
は
従

事
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

③
食
品
の
盛
付
け
作
業
時
に
は
、
手
を

洗
っ
た
後
に
使
い
捨
て
手
袋
を
使
用
し
、
適

宜
、
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

④
二
枚
貝
（
カ
キ
、
ア
サ
リ
、
シ
ジ
ミ
等
）

な
ど
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ

る
食
品
は
、
八
十
五
～
九
十
℃
で
九
十
秒

間
以
上
加
熱
し
て
か
ら
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

　

⑤
特
に
、
カ
キ
等
二
枚
貝
の
調
理
に
使

用
し
た
調
理
器
具
、
シ
ン
ク
等
は
十
分
に

洗
浄
し
、
熱
湯
で
十
分
に
殺
菌
す
る
か
、

〇・
〇
二
％
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
で

消
毒
し
て
か
ら
他
の
食
品
の
調
理
に
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

⑥
お
う
吐
物
で
食
器
類
が
汚
染
さ
れ
た

場
合
は
、
調
理
場
の
外
で
消
毒
し
て
か
ら

調
理
場
へ
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

⑦
ト
イ
レ
は
定
期
的
に
清
掃
・
消
毒
を

行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
清
掃
担
当
者
が
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

⑧
お
客
様
の
お
う
吐
物
を
処
理
す
る
場

合
は
、
手
袋
や
マ
ス
ク
等
を
着
用
し
、
担
当

者
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
十

分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
、
八
つ
の
対
策
を
取
り
上
げ
ま
し

た
が
、
こ
れ一つ
だ
け
や
れ
ば
大
丈
夫
、
と
い

う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
道
に
一つ一つ
の

対
策
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
冬
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
を
起
こ
さ

ぬ
よ
う
頑
張
って
く
だ
さ
い
。

★
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
予
防
対
策
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
東
京
都
の
食
品
衛
生
サ
イ
ト

「
食
品
衛
生
の
窓
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
防

ご
う
！
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.fukushihoken.m
etro.

tokyo.jp/shokuhin/pam
phlet/files/

noro_jigyousya27.pdf

　

例
年
、
十
一月
頃
か
ら
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
の
多
発
期
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
年
二
月
に
都
内
で
発
生
し
た
、

学
校
給
食
に
お
け
る
「
刻
み
の
り
」
を
原

因
と
す
る
食
中
毒
事
例
を
紹
介
し
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

事
件
の
概
要

◉
都
内
の
学
校
給
食
を
原
因
と
す
る
食
中

毒
の
発
生

　

二
月
十
七
日
深
夜
、
東
京
都
に
、
多
摩

立
川
保
健
所
管
内
の
複
数
の
小
学
校
の
児

童
が
下
痢
や
お
う
吐
の
症
状
を
呈
し
て
い

る
、
と
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、二
月
二
十
三
日
及
び
二
十
七
日
、

多
摩
小
平
保
健
所
管
内
の
二
つ
の
小
学
校

気を付けよう！ノロウイルス食中毒に
調理従事者は感染予防に努めましょう

年末年始の

事故防止

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
正
月
用
そ
う
ざ
い
等

の
年
末
年
始
用
食
品
を
中
心
に
、
法
違

反
等
の
不
良
食
品
を
排
除
す
る
た
め
、

流
通
食
品
の
検
査
を
重
点
的
に
実
施
し

ま
す
。

（
ウ
）
食
品
の
表
示
に
関
す
る
監
視
指
導

　

都
民
の
適
切
な
商
品
選
択
に
資
す
る

た
め
、
食
品
表
示
法
に
基
づ
き
、
製
造

業
、
販
売
業
、
流
通
業
等
を
対
象
と
し

て
、
期
限
表
示
や
添
加
物
、
ア
レ
ル
ゲ

ン
等
の
表
示
事
項
に
つ
い
て
監
視
指
導

を
強
化
し
ま
す
。

（
エ
）
そ
の
他

　

近
年
、
飲
食
店
に
お
け
る
鶏
肉
の
生

又
は
加
熱
不
十
分
な
調
理
で
の
提
供
に

よ
る
食
中
毒
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
鶏
肉
の
適
切
な
提

供
に
つ
い
て
監
視
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催

に
備
え
、
東
京
都
を
訪
れ
る
旅
行
者
等

が
利
用
す
る
宿
泊
施
設
の
調
理
場
や
飲

食
店
等
に
対
し
て
、
監
視
指
導
を
徹
底

し
ま
す
。

◉
結
果
の
公
表

　

一
斉
監
視
事
業
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
は
、
十
二
月
下
旬
に
速
報
と
し
て
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

◉
実
施
時
期

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
同

月
三
十
日
ま
で

◉
実
施
機
関

　

ア　

東
京
都
（
保
健
所
、
健
康
安
全

研
究
セ
ン
タ
ー
、
市
場
衛
生
検
査
所
及

び
芝
浦
食
肉
衛
生
検
査
所
）

　

イ　

特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市

（
保
健
所
、
各
区
市
検
査
機
関
）

◉
重
点
的
に
監
視
指
導
を
行
う
項
目

（
ア
）
老
人
ホ
ー
ム
等
の
集
団
給
食
施

設
に
対
す
る
監
視
指
導
（
O
１
５
７
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
）

　

昨
年
八
月
、
都
内
の
老
人
ホ
ー
ム
で

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
1
5
7
を
原

因
と
し
た
食
中
毒
に
よ
り
複
数
名
が
死

亡
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

冬
期
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
シ
ー
ズ

ン
で
あ
り
、
本
年
二
月
に
は
、
患
者
数

が
千
名
を
超
え
る
大
規
模
な
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
福
祉
施
設
を
は

じ
め
と
し
た
集
団
給
食
施
設
に
対
し
て
、

食
中
毒
対
策
の
徹
底
を
指
導
し
ま
す
。

（
イ
）
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
用
食

品
等
の
検
査

　

短
期
間
に
大
量
に
製
造
さ
れ
る
ク
リ

　

歳
末
期
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
、
贈
答
用
の
様
々
な
食
品
が
大
量
に

流
通
し
ま
す
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

　

歳
末
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
都
民
の
食
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
都
内
で

保
健
所
を
設
置
し
て
い
る
都
及
び
特
別
区
・
八
王
子
市
・
町
田
市
が
協
力
し
て
、

食
品
衛
生
歳
末
一
斉
監
視
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
中
、
集
団
給
食
施
設
や
飲
食
店
、
製
造
業
、
販
売
業
等
の
施
設
を
対
象
に
、

立
入
検
査
や
表
示
検
査
、
食
品
の
抜
き
取
り
検
査
な
ど
の
監
視
指
導
が
都
内
全
域

で
行
わ
れ
ま
す
。

都内食中毒①

発生日：2月 16 日
患者数：1,084 名
原因食：2月 16 日給食
親子丼の「刻みのり」

刻みのり在庫の
同一ロット品 15 検体中
4検体から ノロウイルス検出！ !

患者検便のノロウイルスと刻みのりのノロウイルスとの遺伝子配列が一致！！

都内食中毒②

発生日：2月 22 日
患者数：26名
原因食：2月 21 日給食
炊込みご飯の「刻みのり」

刻みのり
製造業者

刻みのり
販売業者

都内食中毒③

発生日：2月 24 日
患者数：81名
原因食：2月 24 日給食
炊込みご飯の「刻みのり」

W県食中毒

発生日：1月 26 日
患者数：763 名
原因食：1月 25 日給食
磯和え（「刻みのり」含む）

患者
検体

刻みのり
在庫

患者
検体

患者
検体

患者
検体
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ア
ニ
サ
キ
ス
症
に
ご
注
意
を

定期検便の役割は

図:サルモネラ検出率（無症状の検便/東京食品技術研究所）

　

こ
れ
ら
は
イ
ル
カ
、
ク
ジ
ラ
、
ア
ザ
ラ
シ

な
ど
の
海
生
哺
乳
類
を
最
終
宿
主
と
し
て
そ

れ
ら
の
胃
に
寄
生
す
る
線
虫
で
す
。

【
形
態
】

　

ア
ニ
サ
キ
ス
は
体
長
二
か
ら
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
半
透
明
の
白
色
で
渦
巻
き
状
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
半
透
明
の
粘
膜

の
袋
（
シ
ス
ト
）
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

　

シ
ュ
ー
ド
テ
ラ
ノ
ー
バ
は
茶
褐
色
で
ア
ニ

サ
キ
ス
よ
り
太
く
て
や
や
大
き
く
、
渦
巻
き

状
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
生
活
環
】

　

成
虫
は
海
生
哺
乳
類
の
胃
に
寄
生
す
る
た

め
、
卵
は
糞
と
と
も
に
海
中
に
放
出
さ
れ
ま

す
。

　

海
中
で
孵
化
し
た
ア
ニ
サ
キ
ス
は
、
中
間

宿
主
と
な
る
オ
キ
ア
ミ
と
と
も
に
、
サ
バ
や

サ
ン
マ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
ス
ル
メ
イ
カ
等

の
魚
介
類
に
取
り
込
ま
れ
、
主
に
内
臓
部
分

に
寄
生
し
ま
す
。
最
終
宿
主
で
あ
る
海
生
哺

乳
類
が
こ
の
魚
介
類
を
食
べ
る
こ
と
で
感
染

が
成
立
し
ま
す
。

　

ヒ
ト
が
感
染
し
た
場
合
は
、
ヒ
ト
の
体
内

で
は
成
虫
に
な
れ
な
い
の
で
、
通
常
は
排
泄

さ
れ
ま
す
。

◎
ア
ニ
サ
キ
ス
の
い
る
魚
介
類

　

サ
バ
、
サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
ス
ル
メ
イ
カ
、

　

ア
ニ
サ
キ
ス
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月

の
食
品
衛
生
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ

り
食
中
毒
の
病
因
物
質
の
種
別
と
し
て
新
た

に
食
中
毒
事
件
票
（
厚
生
労
働
省
に
自
治
体

が
食
中
毒
を
報
告
す
る
統
計
様
式
）
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
平
成
十
一
年
十
二
月
の
同
法
施

行
規
則
の
一
部
改
正
で
、
ア
ニ
サ
キ
ス
は
食

中
毒
の
病
因
物
質
と
し
て
食
中
毒
事
件
票
に

例
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
食
中
毒
患
者
の

発
生
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
新
た
な
改
正
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
行
政
機
関
や
医
療
機

関
で
の
認
知
が
進
み
、
報
告
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
タ
レ
ン
ト
ら
が
ア
ニ

サ
キ
ス
症
に
な
っ
た
こ
と
を
S
N
S
や
番

組
で
公
表
し
た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
一
般
に
も
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
実
は
発
生
数
は
か
な
り
多
い
？

　

平
成
二
十
七
年
、
全
国
の
ア
ニ
サ
キ
ス
食

中
毒
の
発
生
件
数
は
百
二
十
七
件
、
患
者
数

百
三
十
三
名
、
平
成
二
十
八
年
は
発
生
件
数

百
二
十
四
件
、患
者
数
百
二
十
六
名
で
し
た
。

近
年
の
ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
発
生
件
数
は
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　

一
方
、
国
立
感
染
症
研
究
所
が
過
去
に

三
十
三
万
人
規
模
の
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
を
用
い
て
行
っ
た
試
算
で
は
、
国

内
の
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
発
生
は
年
間

約
七
千
件
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

魚
介
類
の
生
食
文
化
の
わ
が
国
に

お
い
て
は
、
現
在
食
中
毒
と
し
て
報

告
さ
れ
て
い
る
事
例
は
氷
山
の
一
角

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
ア
ニ
サ
キ
ス
症
に
つ
い
て

　

ア
ニ
サ
キ
ス
症
は
ア
ニ
サ
キ
ス
を

含
む
魚
介
類
を
生
で
食
べ
る
こ
と
で

感
染
し
、
ア
ニ
サ
キ
ス
が
胃
壁
や
腸

壁
に
刺
入
し
て
引
き
起
こ
す
寄
生
虫

症
で
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
症
は
そ
の
寄
生
部
位
に
よ
り
分

類
さ
れ
、
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症
、
腸
ア
ニ
サ
キ

ス
症
、腸
管
外
ア
ニ
サ
キ
ス
症
が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
急
性
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症
で
は
、
原

因
食
品
を
喫
食
後
数
時
間
か
ら
十
数
時
間
後

に
み
ぞ
お
ち
の
激
し
い
痛
み
、
悪
心
、
嘔
吐

を
生
じ
ま
す
。

　

急
性
腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症
は
喫
食
後
十
数
時

間
後
か
ら
激
し
い
下
腹
部
痛
、
腹
膜
炎
症
状

な
ど
を
生
じ
ま
す
。

　

治
療
は
虫
体
を
摘
出
す
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
、
多
く
は
内
視
鏡
に
よ
り
摘
出
さ
れ

ま
す
。ま
た
、急
性
の
症
状
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
の
緩
和
措
置
も
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

◎
ア
ニ
サ
キ
ス
の
特
徴
に
つ
い
て

　

ア
ニ
サ
キ
ス
は
ア
ニ
サ
キ
ス
亜
科
の
幼
虫

の
総
称
で
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
原
因
と
な
る

の
は
各
種
ア
ニ
サ
キ
ス
の
ほ
か
シ
ュ
ー
ド
テ

ラ
ノ
ー
バ
も
含
み
ま
す
。

実
は
こ
ん
な
に
役
立
っ
て
い
ま
す

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
食

中
毒
発
生
の
文
字
、
食
品
を
扱
う
仕
事
に
つ

い
て
い
れ
ば
や
っ
ぱ
り
気
に
な
り
ま
す
ね
。

で
も
、
食
中
毒
っ
て
そ
ん
な
に
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

食
中
毒
は
意
外
と
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
。

昨
年
東
京
都
が
正
式
に
食
中
毒
と
し
て
集

計
し
た
事
例
は
百
三
十
六
件
、
患
者
数
は

二
千
三
百
九
人
で
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ

以
上
に
発
生
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所
が

二
千
十
四
年
に
ま
と
め
た
「
食
中
毒
の
被
害

実
態
の
推
定
」
に
よ
る
と
、
全
国
で
保
健
所

な
ど
に
届
け
出
ら
れ
な
か
っ
た
サ
ル
モ
ネ
ラ

食
中
毒
患
者
は
、
年
間
で
五
十
万
か
ら
百
万

人
い
る
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
中
毒
か
ら
お
客
様
と
お
店
を
守
る

　

近
年
、
食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
体
の
中
に
持
っ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
症
状
の
出
な
い
方
が

か
な
り
の
人
数
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

問
題
を
引
き
起
こ
す
菌
が
お
腹
の
中
に
い

て
、
少
し
ず
つ
排
出
さ
れ
て
い
た
た
め
に
大

き
な
事
故
に
な
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
何
度

も
あ
り
ま
し
た
。

　

事
故
を
起
こ
す
前
に
食
中
毒
菌
が
お
腹
に

い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
何
と
か
回
避
行
動
が

と
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
さ
か
の
時
の
命
綱

　

も
し
、
不
幸
に
も
食
中
毒
事
故
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
一
刻
も
早
く
事
故
原
因
を

突
き
止
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

原
因
が
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
け
れ
ば
被
害

者
や
関
係
者
に
説
明
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
問

題
と
な
る
原
因
を
排
除
し
て
業
務
を
再
開
す

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

継
続
的
に
実
施
し
た
検
便
の
結
果
は
、
原

因
追
及
の
貴
重
な
資
料
に
な
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
事
故
の

原
因
が
ほ
か
に
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
ヒ
ン

ト
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

み
ん
な
の
た
め
に
：
警
報
、
注
意
報

の
発
信
に
使
わ
れ
ま
す

　

検
便
の
結
果
の
う
ち
、
東
京
都
が
実
施
す

る
「
保
菌
者
検
索
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
は
、
個
人
情
報
を
外
さ
れ
た
後
に
集
計

さ
れ
、
大
き
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
疫

学
的
に
解
析
さ
れ
、
食
中
毒
の
発
生
予
防
に

イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ
な
ど
が
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ッ
ケ
、
サ
ワ
ラ
、
サ
ゴ
シ
、

キ
ン
メ
ダ
イ
、
メ
ジ
マ
グ
ロ
、
ア
イ
ナ
メ
な

ど
、
幅
広
い
魚
種
に
も
寄
生
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
は
筋
肉
部
位
よ
り
も
内
臓
に

多
く
寄
生
し
て
い
ま
す
が
、
常
温
で
放
置
す

る
と
、
内
臓
に
い
た
ア
ニ
サ
キ
ス
が
筋
肉
部

分
に
移
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
筋
肉
部
分

に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
ア
ニ
サ
キ
ス
を
発
見
す
る

の
は
至
難
の
業
で
す
。

◎
ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
予
防

　

実
際
に
食
中
毒
を
発
生
さ
せ
た
飲
食
店
な

ど
に
話
を
聞
く
と
、「
酢
で
し
め
る
か
ら
大

丈
夫
だ
と
思
っ
た
。」
な
ど
の
誤
解
が
あ
り

ま
す
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
加
熱
調
理
（
七
十
度
で
は
瞬
時
に
死
滅

し
ま
す
。）

　

②
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
（
中
心
部
）
で

二
十
四
時
間
以
上
の
凍
結

　

③
内
臓
の
生
食
を
し
な
い
。

　

④
魚
介
類
の
生
食
の
際
は
、
よ
り
新
鮮
な

も
の
を
選
び
、
早
期
に
内
臓
を
除
去
し
低
温

で
保
管
す
る
。

　

⑤
調
理
の
際
は
、
魚
を
よ
く
観
察
し
、
発

見
し
た
ら
取
り
除
く
。

　

一
般
的
な
酢
じ
め
、
塩
じ
め
な
ど
の
調
味

料
の
濃
度
や
、
わ
さ
び
な
ど
の
使
用
で
は
ア

ニ
サ
キ
ス
を
殺
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
正

し
い
予
防
法
を
理
解
し
、
安
全
な
食
品
を
提

供
し
ま
し
ょ
う
。

　食品関係従事者の皆様には、定期的に検便をされている方が多いと思います。
毎回忘れないかどうか心配ですし、経費も気になります。かといって、それほ
ど頻繁に食中毒を起こす菌やウイルスが検出されるわけでもありません。
　今回は、検便がコストや手間暇に見合った役割を果たしているかどうかを、
食中毒細菌であるサルモネラ属菌を例にとって説明します。

役
だ
て
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
で
は
、
特
定
の
細
菌

が
い
つ
ど
こ
か
ら
現
れ
始
め
、
広
が

り
、
流
行
し
て
い
ず
れ
終
息
し
て
ゆ

く
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

行
政
機
関
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
医
療
関
係
者
、
食
品
事
業
者

そ
し
て
都
民
に
情
報
提
供
し
ま
す
。

検
査
技
術
は
進
歩
し
て
い
ま
す

　

検
査
機
関
で
は
、
検
査
の
精
度
を

向
上
さ
せ
る
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
例
え
ば
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
に
つ
い
て
、
近
年
、
検
出
率
が
上

が
っ
て
き
ま
し
た
（
図
）。

　

実
際
に
検
出
さ
れ
た
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
の
血
清
型
を
見
る
と
、
卵
由
来
と

し
て
わ
が
国
で
も
事
故
が
多
発
し
て

い
るS.Enteritidis

（
百
十
株
）
の

ほ
か
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二
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ネ
ラ
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
以
前
行
わ
れ
て
き
た
検
査
で
は
検
出

が
難
し
い
も
の
や
、
国
内
外
で
事
故
を
起
こ

し
た
り
死
者
を
出
し
た
り
し
た
危
険
な
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

効
果
が
出
始
め
て
い
ま
す

　

高
精
度
で
高
感
度
な
検
便
検
査
が
広
く
普

及
し
始
め
た
こ
と
で
、
広
域
に
分
散
し
て
流

通
す
る
食
品
や
食
材
が
原
因
で
食
中
毒
に

な
っ
た
方
や
無
症
状
の
感
染
者
を
よ
り
詳
細

に
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
デ
ィ
フ
ュ
ー
ズ
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
（
広
域
で
散
発
的
に
発
生
す
る
集

団
感
染
事
故
）
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
原
因

食
品
を
探
求
し
た
り
、
流
行
の
終
息
へ
の
戦

略
立
案
に
参
考
情
報
を
提
供
す
る
機
会
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
検
便
は
必
要
？

　

日
本
は
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
な
ど
に
よ
り
、
今
後
数
年

間
で
急
速
に
国
際
化
が
進
む
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
訪
日
客
の
増
加
や
食
品
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
感
染
症
や
食
中

毒
も
国
際
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

世
界
に
は
判
っ
て
い
る
だ
け
で
二
千
五
百

種
類
と
言
わ
れ
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
が
い
て
、

お
菓
子
や
果
物
、
冷
凍
食
品
な
ど
、
日
本
で

は
あ
ま
り
食
中
毒
の
原
因
に
な
っ
て
い
な
い

食
品
で
も
食
中
毒
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
様
々
な
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
と
出
会
う

機
会
が
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
そ
れ
が
原
因
の
食
中
毒
を
起
こ
す
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

食
に
関
わ
る
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
感
染

予
防
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
万
が

一
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
な
い
か
を
モ
ニ

タ
ー
す
る
定
期
検
便
が
効
果
的
で
す
。

自
主
管
理
と
検
便

　

平
成
二
十
九
年
六
月
に
改
正
さ
れ
た
「
大

量
調
理
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
も
、
検

便
の
実
施
頻
度
や
精
度
に
つ
い
て
追
加
さ
れ

た
よ
う
に
、
食
品
衛
生
管
理
を
進
め
る
上
で

検
便
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
日
々
ご
努
力
さ
れ
て
い
る
食
品
衛

生
自
主
管
理
を
実
現
す
る
う
え
で
、調
理（
製

造
）
従
事
者
の
健
康
管
理
を
確
認
す
る
た
め

の
検
便
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

食
中
毒
予
防
は「
加
熱
」「
冷
凍
」で

アニサキス

全国アニサキス食中毒発生件数

シュードテラノーバ
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（出典：食品安全委員会ファクトシートより）


